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足
寄
の
夏
を
彩
る
「
第
33
回
足
寄
ふ
る
さ

と
盆
踊
り
・
両
国
花
火
大
会
」（
実
行
委
員

会
主
催
）
が
、
８
月
15
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
と
利
別
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
町
内

外
か
ら
約
１
５
，
０
０
０
人
が
訪
れ
、
過
ぎ

ゆ
く
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン

と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
楽
し
む
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
ヒ
ー
ロ
ー
と
遊
ぼ
う
�
」
や
セ

ニ
ョ
ー
ル
玉
置
さ
ん

の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が
訪

れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
寄
町
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
佐
々
木
寿
雄
会
長
）
に
よ
る
子
ど

も
縁
日
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
焼
き
鳥
や
か

き
氷
な
ど
の
屋
台
も
並
び
、
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
は
、
み
ん
な
で
楽

し
む
足
寄
音
頭
・
子
ど
も
盆
踊
り
で
ス
タ
ー

ト
。
浴
衣
や
甚
平
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
踊
り
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
個
人
の
部
に
16
組
、

団
体
の
部
に
７
組
が
出
場
。
魔
女
や
ア
ニ
メ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
す
る
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
衣
装
や
踊
り
で
観
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

両
国
花
火
大
会
で
は
、
約
８
，
０
０
０
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
歓
声
と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

両
国
花
火
大
会

仮装　個人の部　優勝「乙ひめさま」 仮装　団体の部　優勝「レインボースイーツ」
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10月１日㈪午前９
時30分からサイレ
ンを吹鳴します！

大
地
震
（
震
度
６
弱
）
と
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

防
災
総
合
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

足
寄
町
防
災
会
議
（
会
長
・
安
久
津
勝
彦

町
長
）
で
は
、
全
町
民
を
対
象
に
防
災
総
合

訓
練
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時

　

10
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
対　
　

象　

全
町
民

●
避
難
場
所

　

（
一
次
）
各
自
治
会
指
定
の
避
難
場
所

　

（
二
次
）
里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場

●
二
次
避
難
対
象
自
治
会

　

南
６
条
、
南
６
条
仲
町
、
南 

７
条
、

　

南
７
条
４
丁
目
、
栄
町
第
１
、
神
社
、

　

西
町
４
丁
目
、
西
町
５
丁
目
、
旭
町
連
合

●
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す

　

訓
練
当
日
、
配
信
エ
リ
ア
内
の
携
帯
電
話

に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
を

配
信
し
ま
す
（
対
応
機
種
、
受
信
設
定
は
各

携
帯
電
話
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

訓
練
と
し
て
の
配
信
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
種
訓
練
は
、
二
次
避
難
訓
練
終
了
後
、

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
で
実
施
し
ま
す
。

詳　
　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
１

避　難　場　所　一　覧

自　治　会　名 避　難　場　所

南３条 老人憩の家駐車場

南４条、南５条 南区コミュニティセンター駐車場

南６条、南６条仲町、
南７条、南７条４丁目、
栄町第１

足寄小学校校庭

南６条緑町 利別川公園

南６区
足寄中学校校庭
※今回訓練時のみ里見が丘公園
　自由広場

栄町第２ 栄町公園

南１条１丁目、
中央２区、中央３区、
西町４丁目

あしょろ銀河ホ－ル21
南側イベント広場

中央４区 中央公園

中島１区、東１区、
東２区

町民センタ－広場

中島２区 中島通公園

東３区、北１区、北２区 足寄ウェタスキウィン公園

北３条１丁目、北５条 子どもセンター前広場

北６条 足寄橋公園

神　社 神社広場

西町５丁目 つくし公園

西町６丁目、西町７丁目、
西町７丁目１

足寄少年自然の家広場

西町８丁目１、
西町８丁目２

山手通公園

美　盛 美盛会館広場

常　盤 足寄少年自然の家広場

旭町１丁目、足寄、
旭町２丁目、
旭町３・４丁目

生涯学習館広場

下愛冠１・４丁目、
下愛冠２丁目、
下愛冠３丁目

北星公園

自　治　会　名 避　難　場　所

郊南１丁目 郊南コミュニティセンター広場

下足寄太 下足寄会館前広場

川　向 下水道終末処理施設広場

平　和 平和生活改善センタ－広場

ほほえみ ケアハウス広場

中足寄 中足寄集落センタ－広場

稲　牛 稲牛集落センタ－広場

奥足寄、螺湾本町、
螺湾高台

らわん蕗の里広場

上螺湾 上螺湾集会所広場

美里別、宮城、茨城 上足寄集落センタ－広場

茂足寄 茂足寄集落センタ－広場

下鷲府 鷲府集会所広場

上鷲府 上鷲府会館前広場

愛冠、西一線 相和生活改善センタ－広場

静原、泉、滝の上、
白糸、清水、高嶺

白糸集落センタ－広場

上利別、庄内、上塩幌 上利別基幹集落センタ－広場

塩幌 塩幌会館前広場

斗伏、大誉地、
中大誉地、伏古丹、
上大誉地

大誉地小学校校庭

花輪、紅葉橋 紅葉橋地区多目的集会施設広場

中矢 中矢会館前広場

芽登本町、末広 芽登生活改善センタ－広場

上芽登、旭ヶ丘 上芽登集落センタ－広場

喜登牛 喜登牛集落センタ－広場

五十鈴、向陽、 栄、
礎、植坂

茂喜登牛集落センタ－広場

柏　倉 柏倉集落センタ－広場

防災総合訓練の流れ

午前９時30分 　震度６弱の地震発生によるサイレン吹鳴および防災無線放送を行いますので、

避難を開始してください。

一次避難 ・全町民は、自治会で指定されている避難場所への避難をお願いします。また、

避難場所に避難できない方も屋外への避難をお願いします。

・南６区自治会の皆さんは一次避難場所の足寄中学校校庭が建て替えにより

使用できませんので、一次避難の際に里見が丘公園自由広場へ避難してく

ださい。

・各事業所の皆さんも、それぞれ避難訓練を実施しましょう。

二次避難 ・二次避難対象自治会の皆さんは、町職員の誘導に従って二次避難場所（里

見が丘公園自由広場）へ避難してください。

各種訓練 　二次避難後、里見が丘公園自由広場では体験型訓練（水消火器による初

期消火訓練や災害用伝言ダイヤル体験など）のほか、防災グッズ、自衛

隊や開発局の災害対策用車両、消防署の消防車両展示やデモ、東日本大

震災や気象関係のパネル展示を行います。

　また、総合体育館内の災害対応型自動販売機でフリーベント（非常時

に無料で飲料を提供）を体験することができます。

　自衛隊員や消防職員による被災者救出訓練等も実施しますので、二次避難

対象自治会以外の住民の皆さんもぜひご参加ください。

炊き出し

応急給食訓練

避難住民等への食糧供給のため炊き出しを実施します。

（おにぎり・豚汁：先着５００食）

閉会式・

終　　了

正午をめどに訓練を終了します。

①
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

　

地
震
発
生
後
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
設
置
し
、
本
部

員
の
招
集
や
災
害
状
況
把
握
、
自
衛
隊
の
派

遣
要
請
な
ど
、
災
害
応
急
活
動
の
総
合
的
な

運
営
を
行
い
ま
す
。

②
通
信
連
絡
訓
練

　

防
災
電
話
に
よ
る
十
勝
総
合
振
興
局
へ
の

連
絡
訓
練
を
は
じ
め
、
指
定
避
難
場
所
か
ら

は
移
動
無
線
ま
た
は
電
話
回
線
に
よ
り
被
害

状
況
の
報
告
を
行
い
ま
す
。
各
小
学
校
、
高

等
学
校
、
各
保
育
所
か
ら
も
避
難
状
況
報
告

を
受
け
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

③
避
難
訓
練

　

避
難
訓
練
開
始
時
刻
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
の
で
、
全
町
内
の
皆
さ
ん
は
指
定
の

避
難
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

避
難
場
所
に
お
け
る
避
難
者
の
人
数
確
認
や

本
部
へ
の
報
告
を
行
い
ま
す
。

④
消
火
訓
練

・
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
お
い
て
、
消

火
器
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
実
践
し
ま
す
。

・
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

⑤
被
災
者
救
出
訓
練

・
自
衛
隊
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
被
災
者

救
出
訓
練

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
お
い
て
、
孤

立
地
帯
倒
壊
家
屋
か
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

用
い
た
負
傷
者
の
救
出
・
搬
送
を
行
い
ま
す
。

・
消
防
職
員
に
よ
る
事
故
車
両
か
ら
の
被
災

者
救
出
訓
練

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
お
い
て
、
事

故
車
両
か
ら
負
傷
者
の
救
出
を
行
い
ま
す
。

⑥
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

　

事
故
車
両
か
ら
救
出
さ
れ
た
負
傷
者
の
ト

リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

里
見
が
丘
公
園
自
由
広
場
に
応
急
救
護
所

を
設
置
し
、
優
先
度
の
高
い
負
傷
者
か
ら
搬

送
し
ま
す
。

※
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
負
傷
者
の
受
傷
の
程

度
に
応
じ
て
手
当
の
優
先
順
位
を
決
め
る

も
の
で
、
優
先
度
に
応
じ
て
赤
・
黄
・
緑
・

黒
の
カ
ラ
ー
に
分
別
さ
れ
ま
す
。

⑦
炊
き
出
し
応
急
給
食
訓
練

　

自
衛
隊
炊
事
班
と
足
寄
町
日
赤
奉
仕
団
、

旭
町
連
合
自
治
会
防
災
会
、
婦
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ク
ラ
ブ
、
自
治
会
連
合
会
女
性
部
が
避

難
住
民
な
ど
へ
食
糧
供
給
の
た
め
炊
き
出
し

お
よ
び
応
急
給
食
訓
練
を
行
い
ま
す
。

主

な

訓

練

内

容

太字の自治会が二次避難
対象自治会です。

※避難場所まで移動する場合には、歩道の使用や赤信号での停止、横断歩道の活用など、交通ルールを

守ってください。
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職員の給与に関してご不明な点は、役場総務課総務室職員担当までお問い合わせください。

☎２５－２１４１（内線３２３）

■級別職員数（一般行政職）
（平成23年４月１日現在）

区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級
課　長

参　事
  9人

５ 級
室　長

主　幹
15人

４ 級 主　査 21人

３ 級 主　任 21人

２ 級
主　事

技　師
10人

１ 級
主　事
主事補
技師補

  5人

計 81人

・区分は足寄町給与条例によります。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級の
　代表的な職務です。

■年齢別職員構成の状況
（平成23年４月１日現在）

区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数

20歳未満   1人 32～35歳 30人 48～51歳   19人

20～23歳   7人 36～39歳 27人 52～55歳   29人

24～27歳   8人 40～43歳 21人 56～59歳   21人

28～31歳 22人 44～47歳 30人 60歳以上     3人

合　計 218人

■期末・勤勉手当支給率
（平成23年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町

６月 1.225月分 0.675月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.675月分

計 2.600月分 1.350月分

国

６月 1.225月分 0.675月分

有 役職による加算12月 1.375月分 0.675月分

計 2.600月分 1.350月分

■職員の主な手当の状況

（平成23年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 13,000円

扶養親族１人につき 6,500円

配偶者のいない扶養親族１人目� 11,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合　新築から５年 18,500円

　　　　　　６年以降 16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～24,500円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×10％

室長等の職　給料月額×８％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり 131,900円

　　　　扶養親族なし 72,900円

その他の職員 51,700円

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる、

給料、手当など
給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計
類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体
一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職種

職員の給与などを
公表します

町民の皆さんに町職員の給与などについて、

その内容をご理解いただくために、あらまし

をお知らせします。

なお、町ホームページ（http://www.town.

ashoro.hokkaido.jp）でもご覧いただけます。

■人件費の状況（普通会計）

年　　　　　度 平成22年度

歳 出 総 額 10,096,520千円

人 件 費   1,274,601千円

人 件 費 率 12.6％

人件費のうち職員給与 1,874,480千円

職 員 給 与 比 率 8.7％

人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長
など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担
金などが含まれています。

■職員の初任給の状況
（平成23年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職

大学卒
足寄町 172,200円

国 172,200円

高校卒
足寄町 140,100円

国 140,100円

■特別職等の報酬等の状況
（平成23年４月１日現在）

区 分 給　　料 期　 末　 手　 当

町　長 740,000円 ６月期　給料月額×1.90月分

副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.05月分

教育長 560,000円 　　　　計　　　　3.95月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（平成23年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

足 寄 町 43.1歳 336,900円 382,404円

類似団体 43.4歳 322,165円 352,415円

国 42.3歳 327,205円 397,723円

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含
んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ
ら手当が含まれていないため、同じ算出方法で比較す
るために除いているものです。

■議会議員の報酬等の状況
（平成23年４月１日現在）

区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当

議　長 250,000円 ６月期　報酬月額×0.6月分

副議長 210,000円 12月期　報酬月額×0.6月分

議　員 190,000円 　　　　計　　　　1.2月分

■退職手当の支給率
（平成23年４月１日現在）

区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 23.50月分 30.55月分 ・定年前早期退職特例措置

勤続25年 33.50月分 41.34月分 　２～20％加算

勤続35年 47.50月分 59.28月分 ・勧奨による退職時特別昇給

最高限度 59.28月分 59.28月分 　８～12号給

国

勤続20年 23.50月分 30.55月分 ・定年前早期退職特例措置　

勤続25年 33.50月分 41.34月分 　２～20％加算

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分
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　足寄町戦没者追悼式が町民センターで行わ

れ、遺族や来賓など約90人が参列しました。

追悼のことばでは足寄高等学校生徒会長の松

寿智君（３年）が「今後の日本が平和国家と

して歩み続けることを誓います」と述べ、参

加者全員で戦争の犠牲となった本町関係者２

６３柱の冥福を祈りました。

８.21 恒久平和を誓う

８.６ 野球の基本を学ぶ

菅野自然保護官 ハリー博士

　めあかん自然塾シンポジウム Vol.1 in 足寄

（めあかん自然塾主催）があしょろ銀河ホー

ル21で開催され、40人が参加。「雌阿寒岳の

自然と山麓に生きる野生動物」をテーマに阿

寒湖自然保護官事務所の菅野康祐自然保護官

とノルウェー自然科学研究所研究員のダンカ

ン・ハリー博士による講演が行われました。

　本町出身で元プロ野球選手の三井浩二さ
んを

招いた野球教室（町教育委員会主催）が足寄

スラッガーズの選手を対象に里見が丘野球場

で開催され、守備や打撃の基本について指導

を受けました。キャプテンの永井壱磨君（足

寄小６年）は「教えてもらったことを生かし、

秋季大会で優勝したい」と話してくれました。

８.２ 鈴木敏雄さ
ん藍綬褒章を受章

７.22 そば打ちの秘訣を学ぶ

７.23 上手にできたよ！

７.28 雌阿寒岳の自然を学ぶ

　平成24年春の褒章で藍綬褒章を受章した鈴

木敏雄さ
ん（螺湾）の授与伝達式が役場で行わ

れました。鈴木さ
んは、長年、統計調査員とし

て農林業センサス調査など幅広い分野の統計

調査に従事されました。鈴木さ
んは「長年の活

動を支えてくれた皆さんに感謝しています」

と受章の喜びを語ってくれました。

　足寄小学校（波多野伸一校長）の４年生を

対象にバードハウス教室（ＮＥＸＣＯ東日本

主催）の製作会が同校オープンスペースで行

われ、バードハウスの組み立てや色付けなど

を行いました。大嶌裕貴君は「きれいに色を

塗れてうまくできた。いろんな鳥が遊びに来

てほしい」と笑顔で話してくれました。

７.24 健闘を誓う

７.25 防火の心を育む
　足寄消防団（國見將団長）の本団女性消防

団員と全国消防イメージキャラクター「消太」

が足寄保育園どんぐりを訪れ、年長クラスの

子どもたちを対象に防火ＰＲを行いました。

これは幼少期のうちから防火意識を持っても

らおうと年１回行われています。子どもたち

はミニ防火衣を着用して放水を体験したり、

消防車に試乗したりしました。

　陸上や水泳、卓球で全道大会に出場する足

寄中学校（廣瀬正幸校長）の生徒16人が町教

育委員会を訪れ、加藤和弘教育長に出場報告

をしました。生徒たちは「自己ベストや全道

優勝など高い目標を持って、全力で頑張りま

すので、応援をよろしくお願いします」と力

強く抱負を述べました。

　足寄麺打ち同好会（松川留四郎会長）主催

の手打ちそば技術講習会が町民センターで開

催され、９人が参加しました。初めに、講師

の菅原一晴さ
ん（音更町在住）による見本打ち

が行われた後、参加者はグループに分かれ、

麺打ち同好会会員らの手ほどきを受けながら

実際にそば打ちを体験しました。
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通算　第89号

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛
事
業
の

「
第
51
回
足
寄
町
文
化
祭
」
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
全
館
を
展
示
会
場
と
し
て
、

書
道
や
絵
画
、
各
種
創
作
作
品
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
作
品
が
毎
年
出
展
さ
れ
、
文

化
祭
に
花
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー

ク
ル
か
ら
個
人
の
出
展
ま
で
、
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

展
示
期
間　

10
月
25
日
㈭
～
11
月
4
日
㈰

展
示
会
場　

町
民
セ
ン
タ
ー

募
集
作
品　

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、
生

け
花
、
創
作
人
形
、
そ
の
他
創

作
作
品
全
般

出

展

数　

一
人
３
点
ま
で

搬　
　

入　

10
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

搬　
　

出　

11
月
５
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

申
込
先
・
詳
細

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 
☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯
第
51
回
足
寄
町
文
化
祭

作
品
展
出
展
者
募
集

　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
久
保
眞
知

子
実
行
委
員
長
）
主
催
の
、
第
33
回
足
寄
町

女
性
の
つ
ど
い
（
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
協
賛
事
業
）
が
、
今
年
も
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

会　
　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容　

基
調
講
演
、赤
十
字
バ
ザ
ー
ル
、

特
産
品
販
売
等

講
演
講
師　

宇
梶　

剛
士　

氏
（
俳
優
）

演　
　

題　
「
転
ん
だ
ら
、
ど
う
起
き
る
？
」

そ

の

他　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
自
治
会
回

覧
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

第
19
回
足
寄
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　
　

催　

足
寄
町

　
　
　
　
　

足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

期　
　

間　

10
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

会　
　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内　
　

容　

町
民
芸
術
祭
、足
寄
町
文
化
祭
、

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
女
性
の
つ
ど
い
ほ
か

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
全
般

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
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「
生い

の

ち命
の
貯
蓄
体
操
」

　

教
育
委
員
会
で
は
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
て
、
心
と
身
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
バ

ラ
ン
ス
を
調
え
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
、

生
涯
学
習
講
座
・
健
康
体
操
教
室
「
生
命
の

貯
蓄
体
操
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
動
き
の
中
で
、気
血
の
流
れ
を
よ
く
し
、

病
気
予
防
と
健
康
づ
く
り
に
適
し
た
体
操
で

す
。
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

健
康
に
関
心
が
あ
り
軽
い
運
動
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
、
ど
な
た
で
も
無
理
な
く
で

き
る
体
操
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

開
催
日　

10
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・
16
日
㈫

　
　
　
　

24
日
㈬
・
31
日
㈬
の
全
５
回

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

指　

導　

生
命
の
貯
蓄
体
操
指
導
員

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
人

そ
の
他　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
室

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

第
23
回
足
寄
町
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。
町
内
の
４
つ
の
吹
奏
楽
団

が
一
堂
に
会
し
て
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

開

催

日　

10
月
７
日
㈰

開
　

場　

午
後
１
時
30
分

開
　

演　

午
後
２
時

会
　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

出
　

演　

足
寄
Ｊ
Ｂ
Ｂ
・
足
中
吹
奏
楽
部
・

足
高
吹
奏
楽
局
・
足
寄
吹
奏
楽
団

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯

女
性
の
つ
ど
い

学 習

生 涯

健
康
体
操
教
室

学 習

生 涯

一
堂
に
会
し

素
敵
な
音
色

学 習

生 涯
「
噴 

煙
」

原

稿

募

集

学 習

生 涯

生

涯

学

習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

学 習

生 涯

英
会
話
ク
ラ
ブ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
国
際
交
流
員
の
イ
ア

ン
・
ラ
ス
カ
ウ
ス
キ
ー
さ
ん

を
講
師
と
し
た
、

成
人
向
け
の
「
イ
ア
ン
と
英
会
話
�
」
を
開

講
し
、
初
級
・
中
級
合
わ
せ
て
20
人
の
町
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
４
回
の
講
座
で
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
気
軽
に
英
語
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
、
イ
ア
ン
交
流
員
の
気
さ
く
な
性
格
も

あ
り
参
加
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
四
季
ご
と
に
年
４
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
自
治
会
回
覧

等
で
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
英
語
が

苦
手
な
方
も
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

足
寄
町
文
化
協
会
（
大
須
賀
白
会
長
）
で

は
、平
成
25
年
３
月
発
行
予
定
の
機
関
誌「
噴

煙
」
第
35
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

　

創
作
・
戯
曲�

30
枚
以
内

　

評
論
・
回
想�

20
枚
以
内

　

随
筆
・
随
想
・
記
録
文
な
ど�

７
枚
以
内

　

詩�

50
行
以
内

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳�

５
首
・
５
句

　

写
真�

４
枚
以
内

　

※
用
紙
は
、
Ｂ
４
判
噴
煙
専
用
原
稿
用
紙

を
使
用
（
25
字
×
23
行
・
縦
書
き
）

応
募
資
格

　

①
町
内
に
在
住
の
方

　

②
町
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
お
よ
び
ゆ

か
り
の
あ
る
人

締

切

日　

11
月
末
日

そ
の
他
注
意
事
項
等

　

①
種
目
ご
と
に
一
人
１
編
と
す
る

　

②
原
稿
の
末
尾
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
す

る
こ
と
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
可
能

　

③
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
で
行
う

　

④
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８
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博
物
館
情
報

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
へ
Ｇ
Ｏ

総
合
体
育
館
情
報

イ

チ

オ

シ
！

古
楽
と
古
生
物
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ア
シ
ョ
ロ
ア
や
ク
ジ
ラ
た
ち
の
骨
格
に
囲

ま
れ
て
聞
く
「
バ
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

プ
ロ
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
の
岩
淵
恵
美
子

さ
ん

を
は
じ
め
、
道
内
各
地
か
ら
演
奏
者
が
集

い
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
中
心
と
し
た
豊
か
で
優

美
な
音
色
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

開
催
日　

９
月
22
日
㈯

開　

演　

午
後
４
時
30
分

会　

場　

博
物
館
展
示
室

　
　
　
　

※
午
後
３
時
以
降
は
入
館
無
料

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

着
衣
泳
水
泳
教
室
開
催

　

10
月
31
日
㈬
、温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て「
着

衣
泳
水
泳
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
近
年
、

水
辺
で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
水
難
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
対
処

法
等
を
学
び
ま
す
。
町
民
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
31
日
㈬　

午
後
６
時
30
分
～

場　

所　

温
水
プ
ー
ル

対　

象　

小
学
生
か
ら
一
般
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

※
定
期
点
検
の
た
め
11
月
は
休
館
し
12
月
１

日
か
ら
通
常
開
館
し
ま
す
。

読
ま
れ
て
い
る
本
ラ
ン
キ
ン
グ

一
般
書
ベ
ス
ト
５

密
売
人�

佐
々
木　

譲

カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の�

東
野　

圭
吾

歪�

堂
場　

瞬
一

途
方
も
な
く
霧
は
流
れ
る�

唯
川　
　

恵

花
酔
ひ�

村
山　

由
佳

児
童
書
ベ
ス
ト
３

獣
医
ド
リ
ト
ル�

夏　
　
　

緑

ポ
ケ
モ
ン
た
び
に
っ
き�

カ
サ
ハ
ラ
チ
ュ
ウ

ス
ト
ー
ン
ハ
ー
ト

�

チ
ャ
ー
リ
ー
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー

子
ど
も
図
書
室
ベ
ス
ト
３

あ
り
ん
こ
の
ア
リ
ー�

み
や
に
し
た
つ
や

お
た
ん
じ
ょ
う
び
ね
、
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル

�

ト
ー
ベ
＆
ラ
ル
ス
・
ヤ
ン
ソ
ン

ど
う
だ
！
ま
い
っ
た
か�

田
島　

征
三

（
６
～
７
月
・
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
調
べ
）

新

刊

案

内

一
般
書

冥
土
め
ぐ
り（
第
１
４
７
回
芥
川
賞
受
賞
作
）

�

鹿
島
田
真
希

嵐
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク�

本
谷
有
希
子

雲
の
王�

川
端　

裕
人

月
と
雷�

角
田　

光
代

修
羅
の
宴�

楡　
　

周
平

白
ゆ
き
姫
殺
人
事
件�

湊　

か
な
え

ラ
ス
ト
・
コ
ー
ド�

堂
場　

瞬
一

ひ
ら
い
て�

綿
矢　

り
さ

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
妹�

高
野　

史
緒

天
命
の
扉�

遠
藤　

武
文

キ
シ
ャ
ツ
ー�

小
路　

幸
也

薬
膳
お
菓
子

－

季
節
と
身
体
に
よ
り
そ
う
お

菓
子
作
り�

辰
巳　
　

洋

児
童
書

オ
ム
ラ
イ
ス
・
ヘ
イ
！�

武
田　

美
穂

ふ
た
ご
の
し
ろ
く
ま 

く
る
く
る
ぱ
っ
ち
ん

の
ま
き�

あ
べ　

弘
士

く
ま
ざ
わ
く
ん
が
も
ら
っ
た
ち
ず

�

き
た
や
ま
よ
う
こ

ご
ち
そ
う
が
い
っ
ぱ
い 

き
む
ら
ゆ
う
い
ち

凸
凹
ぼ
し
も
の
が
た
り 

あ
ん
び
る
や
す
こ

い
ぬ
の
お
し
り
の
だ
い
じ
け
ん

�

ピ
ー
タ
ー
・
ベ
ン
ト
リ
ー

ゆ
っ
く
り
お
や
す
み　

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な

�

マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー

小
さ
い
り
ょ
う
し
さ
ん

�

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ズ

 

山
本　

幸
久

死
命 

薬
丸　
　

岳

極
北 

マ
ー
セ
ル
・
セ
ロ
ー

ア
イ
・
コ
レ
ク
タ
ー

 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
ィ
ツ
ェ
ッ
ク

ぽ
っ
ち
ゃ
り
さ
ん
が
か
わ
い
く
ス
ッ
キ
リ

見
え
る
服 

月
居　

良
子

お
酢
レ
シ
ピ 

岩
崎　

啓
子

家
庭
科
の
基
本 

流
田　
　

直

児
童
書

か
っ
ぱ
の
こ
い
の
ぼ
り 

内
田
麟
太
郎

か
み
さ
ま
は
い
る
い
な
い
？ 

谷
川
俊
太
郎

く
ま
の
木
を
さ
が
し
に 

佐
々
木
マ
キ

ね
む
ね
む
く
ん
と
ね
む
ね
む
さ
ん

 

片
山　

令
子

お
う
し
げ
き
だ
ん 

ス
ズ
キ
コ
ー
ジ

世
界
の
果
て
の
魔
女
学
校 

石
崎　

洋
司

魔
法
の
ハ
サ
ミ
が
や
っ
て
き
た
！

 

岡
田
貴
久
子

エ
デ
ィ
の
ご
ち
そ
う
づ
く
り

 

サ
ラ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

キ
ュ
ッ
パ
の
は
く
ぶ
つ
か
ん

　
　
　

オ
ー
シ
ル
・
カ
ン
ス
タ
・
ヨ
ン
セ

ン詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室

ほ
っ
と

情
報

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

場　

所　

総
合
体
育
館

内　

容　

パ
ワ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

対　

象　

18
歳
以
上
の
男
性

詳　

細　

総
合
体
育
館

●
第
33
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

　

第
18
回
町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

開
催
日　

10
月
８
日
（
月
・
祝
日
）

集　

合　

参
加
者
は
午
前
８
時
30
分
ま
で

場　

所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

参
加
料　

無
料

詳　

細　

総
合
体
育
館

社
会
教
育
事
業
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

９
月
15
日
㈯　

10
月
20
日
㈯

　
　
　
　

11
月
17
日
㈯　

12
月
15
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

９
月
22
日
㈯　

11
月
24
日
㈯

　
　
　
　

12
月
22
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

10
月
９
日
㈫　

11
月
13
日
㈫

　
　
　
　

12
月
11
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

乳
幼
児
～
幼
児

詳　

細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

７
４
８
７

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

９
月
18
日
㈫　

10
月
18
日
㈭

　
　
　
　

11
月
15
日
㈭　

12
月
13
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

９
月
25
日
㈫　

10
月
30
日
㈫

　
　
　
　

11
月
27
日
㈫　

12
月
18
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

10
月
25
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

生
涯
学
習
事
業

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

10
月
１
日
㈪
～
８
日
㈪

　
　

防
火
週
間
入
選
作
品
展

10
月
４
日
㈭
～
19
日
㈮

　
　

足
寄
中
学
校
学
校
祭
展

10
月
25
日
㈭
～
11
月
４
日
㈰

　
　

足
寄
町
文
化
祭
作
品
展

11
月
８
日
㈭
～
11
月
18
日
㈰

　
　

十
勝
毎
日
新
聞
社
移
動
展

　
　
「
心
の
中
を
み
す
え
て
…
心
象
画
展
」

11
月
20
日
㈫
～
12
月
４
日
㈫

　
　

小
中
学
校
作
品
展

※
出
展
希
望
者
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

社
会
体
育
事
業

●
元
気
ア
ッ
プ
健
康
教
室
①

開
催
日　

10
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・
16
日
㈫

　
　
　
　

23
日
㈫

時　

間　

２
日
・
９
日　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

16
日
・
23
日　

午
前
10
時
～

場　

所　

総
合
体
育
館

内　

容　

ス
ロ
ー
ビ
ク
ス

対　

象　

町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館

●
元
気
ア
ッ
プ
健
康
教
室
②

開
催
日　

11
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
・
21
日
㈬

　
　
　
　

28
日
㈬

時　

間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
主
な
事
業
予
定
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雌阿寒岳を迎えるにあたって

町民
防災講座

　

こ
の
「
検
討
会
」
は
２
０
０
８
年
３
月
の

雌
阿
寒
岳
小
噴
火
を
契
機
と
し
て
５
年
間
（
平

成
19
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
）
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
「
雌
阿
寒
岳
噴
火

対
応
行
動
指
針
」（
以
下
「
指
針
」）
と
「
雌

阿
寒
岳
火
山
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
以
下
「
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」）
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
火
山
山
麓
の
地
域
社
会
が
さ

ら
に
豊
か
で
安
全
な
地
域
（
ま
ち
）
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
う
多
く
の
人
た
ち
と
安
全
（
防

災
）
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
地
元
行
政
や
道
、

国
関
係
機
関
、
大
学
、
団
体
な
ど
が
機
関
連

携
会
議
を
つ
く
り
、
額
と
知
恵
を
寄
せ
合
っ

て
生
み
出
し
た
も
の
で
す
。

　

水
泳
と
卓
球
で
全
国
大
会
に
出
場
す
る
足

寄
中
学
校
（
廣
瀬
正
幸
校
長
）
の
生
徒
が
８

月
17
日
に
役
場
を
訪
れ
、
安
久
津
勝
彦
町
長

に
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

水
泳
競
技
に
出
場
す
る
斎
藤
豪
君
は
「
去

年
の
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
悔
い

が
残
る
結
果
だ
っ
た
。
全
国
の
借
り
は
全
国

で
返
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
斎
藤
君
は
、
全
道
大
会
で
は
男
子
２
０

０
ｍ
自
由
形
で
３
位
（
標
準
記
録
突
破
）、

４
０
０
ｍ
自
由
形
で
優
勝
。
仲
間
と
と
も
に

出
場
し
た
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
同
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
で
第
２
位
と
な
り
、
男
子
総
合

の
部
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
で

は
、
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
に
出
場
し
ま
す
。

　

一
方
、
創
部
以
来
初
の
全
国
大
会
出
場
と

な
る
卓
球
部
は
、
強
豪
が
ひ
し
め
く
十
勝
の

主
要
な
大
会
で
６
連
覇
を
達
成
。
十
勝
大
会

前
に
体
調
を
崩
し
た
主
将
の
佐
藤
伸
哉
君
（
３

年
）
の
分
ま
で
と
チ
ー
ム
一
丸
で
戦
い
ま
し

た
。
全
道
大
会
中
に
は
、
佐
藤
君
か
ら
電
話

で
「
緊
張
し
な
い
で
、
明
る
く
頑
張
れ
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
、

見
事
全
国
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
に
大
会

へ
の
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
と
も
に
、
９
月
22
日
に
釧
路
市

阿
寒
町
ま
り
む
館
で
行
わ
れ
る
「
火
山
防
災

サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
会
場
で
地

域
自
治
体
と
住
民
代
表
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

北
の
大
地
・
北
海
道
道
東
部
に
は
、
阿
寒
・

摩
周
か
ら
知
床
に
か
け
て
活
火
山
が
目
白
押

し
で
す
。
そ
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
火
山
景

観
（
カ
ル
デ
ラ
湖
、
そ
し
て
湖
水
と
森
な
ど
）

と
豊
か
で
多
様
な
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
恵
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
先
人
た
ち
も
こ
の
山
麓
に
根
付
く
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
時
に
災
い
を
も
た
ら
す
火
山
災
害

に
つ
い
て
は
、
雌
阿
寒
岳
が
他
の
駒
ケ
岳
、

有
珠
山
、
十
勝
岳
に
比
べ
切
迫
性
は
低
く
、

ま
た
そ
の
影
響
も
小
さ
い
と
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
火
山
災
害
予
防
（
減
災
）
の
た
め
に

心
の
備
え
を
築
く
の
も
、
ま
た
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
姿
を
描
く
に
も
、
事
前
に
備
え
る

時
間
は
十
分
に
あ
り
そ
う
で
す
。

　

「
指
針
」
に
は
、
将
来
起
こ
る
で
あ
ろ
う

雌
阿
寒
岳
火
山
活
動
と
地
元
行
政
が
関
係
機

関
と
の
連
携
で
噴
火
時
に
取
る
べ
き
防
災
対

応
行
動
の
基
本
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

地
域
住
民
に
贈
呈
さ
れ
る
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
は
、
地
域
防
災
の
中
核
と
な
る
「
家
庭
・

学
校
・
職
域
・
地
域
」
で
の
備
え
を
学
ぶ
基

本
教
材
（
特
に
現
地
野
外
学
習
用
）
を
強
く

意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
の
学
び
で
心
の
備
え
が
で
き
て
い
れ

ば
、
要
ら
ぬ
恐
怖
心
を
あ
お
ら
れ
る
心
配
は

な
い
で
し
ょ
う
し
、
個
々
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
パ
ニ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

防
災
の
地
域
連
携
づ
く
り

　

山
の
急
斜
面
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
と
、

到
底
登
る
こ
と
の
で
き
な
い
崖
と
思
い
込
み

ま
す
が
こ
れ
を
斜
め
側
方
か
ら
見
る
と
登
れ

る
か
も
と
の
思
い
も
湧
い
て
く
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
川
の
流
れ
に
抗
し
て
対
岸
ま
で
歩
い

て
（
あ
る
い
は
泳
い
で
）
渡
る
の
は
至
難
だ

け
れ
ど
、
川
の
流
れ
に
乗
り
な
が
ら
対
岸
に

近
づ
く
こ
と
は
容
易
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
と
上
手
に
付
き
合
う
方

法
は
、
先
人
や
古
老
た
ち
の
知
恵
・
教
訓
の

中
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

地
域
連
携
は
、
地
域
の
住
民
と
行
政
と
が

主
体
に
な
る
べ
き
も
の
で
す
。
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
の
中
で
も
、
連
携
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
地
域
に
、
減
災
の
成
果
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
学
校
・
地
域

で
展
開
さ
れ
て
い
た
防
災
訓
練
の
学
習
教
材

は
、
住
民
た
ち
が
継
承
し
て
き
た
災
害
教
訓

で
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
教
訓
は
一
山
越
え
た
上

川
（
富
良
野
・
美
瑛
）
に
も
大
正
泥
流
に
対

応
し
た
家
族
・
地
域
連
携
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

き
っ
と
こ
の
足
寄
町
の
災
害
史
の
中
に
、

継
承
さ
れ
る
べ
き
教
訓
が
あ
る
は
ず
で
す
。

近
未
来
に
こ
れ
ら
が
住
民
の
手
で
発
掘
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

�

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

新
谷
融
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�
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１

全
国
大
会
出
場

祝

第52回全国中学校水泳競技大会
（８月21～23日、栃木県）

第43回全国中学校卓球大会
（８月20～23日、神奈川県）

「支えてくれた方々への感謝

の気持ちを忘れず、１００％

の力で自分のレースをしたい」

斎藤　豪君（３年）

「今までで一番いいベストプ

レーをして、笑顔で足寄に帰

ってきたい」

大原優作君（３年）

「団体戦なので、みんなで力

を合わせて、まずは１勝した

い」

遠國裕大君（３年）

「感謝の気持ちを忘れずに、

まずは１勝を目指し、全力で

プレーしたい」

太刀野英樹君（３年）

「全国大会の舞台で、“足寄

のダブルス”をぜひ見せられ

るように頑張りたい」

尾岸拓真君（３年）

「まずは卓球そのものをしっ

かり楽しんで、その上でチー

ム一丸となって１勝したい」

原　佳樹君（３年）

「いつも通りのプレーをして、

応援などでも元気を出して頑

張ってきたい」

畠　圭佑君（３年）

「（体調を崩し全国大会に出

場できない）佐藤君のために

も、全国で頑張ってきたい」

永井翔理君（３年）

「自分のプレーを精いっぱい

して、足中らしさを出し１勝

目指して頑張りたい」

尾西岳彦君（３年）

「
雌
阿
寒
岳
噴
火
対
応
計
画
検
討
会
」

の
成
果
、
地
域
住
民
に
近
日
公
開
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全国和牛能力共進会へ
の出場を果たした岡元
さ
んと伊藤さ

ん（左から）

足
寄
町
の
標
高
が
低

い
場
所
、
農
業
が

出
来
る
よ
う
な
場
所
は
、

潜
在
的
に
落
葉
広
葉
樹
に

覆
わ
れ
て
い
た
地
域
で
す
。
そ
の
中

で
も
ミ
ズ
ナ
ラ
は
尾
根
か
ら
南
側
斜

面
で
広
く
優
占
し
、
開
拓
前
に
は
直

径
１
ｍ
を
超
え
る
大
木
が
多
数
生
育

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
大
木
は

大
正
時
代
か
ら
大
量
に
伐
採
さ
れ
、

森
林
鉄
道
を
利
用
し
て
海
外
に
輸
出

さ
れ
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
現
在
見
ら
れ
る
ミ
ズ
ナ

ラ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
後
に
再
生

し
て
き
た
個
体
で
す
。
一
方
、
本
州

日
本
海
側
や
道
南
で
ミ
ズ
ナ
ラ
が
見

ら
れ
る
よ
う
な
場
所
で
は
、
足
寄
で

は
見
ら
れ
な
い
ブ
ナ
と
い
う
落
葉
樹

が
優
占
し
て
い
ま
す
。
ミ
ズ
ナ
ラ
が

混
ざ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り

第81回『ミズナラとブナ』

（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

若いミズナラ林を歩く子どもたち

対
し
て
抜
群
の
耐
久
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
雪
地
で
ブ
ナ
と
ミ
ズ
ナ
ラ

が
混
生
し
て
い
る
と
、
ミ
ズ
ナ
ラ
は

幹
が
根
元
か
ら
腐
っ
て
枯
れ
て
し
ま

う
個
体
が
多
い
の
に
対
し
て
、
ブ
ナ

で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
最
初
は
混
生
し
て
い
て
も
、
結

果
と
し
て
一
面
の
ブ
ナ
林
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ミ
ズ
ナ
ラ
と
い
う
名

前
の
割
に
、
湿
気
に
は
弱
い
の
で
す
。

一
方
、
ブ
ナ
は
寒
さ
や
乾
燥
に
弱
い

た
め
、
足
寄
で
は
冬
を
越
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�
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ま
す
が
、
圧
倒
的
に
ブ
ナ

の
方
が
目
立
ち
ま
す
。
ブ

ナ
は
大
量
の
積
雪
を
好
む

樹
種
で
、
積
雪
の
圧
力
に

　町内の各団体、サークルの皆さんが一堂に会

し、日ごろの活動の成果を披露します。吹奏楽、

ギター、太鼓演奏など秋の夜長に、美しい音色、

歌声をお楽しみください。皆さんのご来場をお

待ちしています。

日　　時　９月22日㈯　午後６時開演

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出 演 者　本別ジュニアブラスアンサンブル、

本別中学校吹奏楽部、本別高等学校吹奏楽部、

本別ブラスアンサンブル、吉田安孝、十勝 'S 

African、義経太鼓保存会

詳　　細� 本別町中央公民館内文化振興担当

� ☎２２－５１１１

第41回本別町音楽祭 ふれあいの森散策会

　秋の森林を森林インストラクターがご案内し

ます。

日　時　９月30日㈰　午前８時30分※小雨決行

　　　　陸別町役場前集合（正午終了予定）

場　所　ふれあいの森（陸別町宇遠別国有林内）

　　　　森林体験コース　１.８㎞

案内人　勝丸祐美子さ
ん（森林インストラクター）

準　備　帽子、動きやすく肌が露出しない服装、

山歩きに適した靴、天候により雨具、タオル２

枚、飲み物など

申込締切　９月21日㈮
申し込み・詳細

� 陸別町役場産業振興課林業振興担当

� e-mail：ringyou@rikubetsu.jp
� ☎２７－２１４１内線１３６

お知らせ
平成24年度
動物愛護週間行事

法務局休日相談所を
開設します

ひとり親家庭のお母さんの
パソコン講習会

１．動物愛護パネル展

　日　時　９月21日㈮－26日㈬
　場　所　帯広市図書館

　内　容　動物愛護の現状、譲渡

した犬猫の写真展示

２．市民公開講座

　日　時　９月23日㈰
　　　　　午後１時30分－４時

　場　所　とかちプラザ

　内　容　①犬の行動について

　　　　　②猫の飼育について

　　　　　③動物の健康相談

　　　　　（十勝獣医師会）

　　　　　④動物のしつけ相談

　　　　　（愛玩動物協会）

詳　細� 十勝総合振興局

� 保健環境部環境生活課

� ☎０１５５－２６－９０３１

　法務局では、遺言や相続、人権

に関する相談を無料で行う「全国

一斉�法務局休日相談所（釧路地

方法務局）」を開設します。相談

担当者は、公証人・司法書士・土

地家屋調査士・人権擁護委員・法

務局職員です。気軽にご利用くだ

さい。

日　時　９月23日㈰
　　　　午前10時－午後３時

場　所　帯広市市民活動交流セン

ター（藤丸８階）

詳　細　釧路地方法務局帯広支局

� ☎０１５５－２４－５８２３

日　　程

①９月27日㈭　基礎講座

②９月28日㈮　応用講座

※１日のみの参加も可能です。

時　　間　午前10時－午後３時

場　　所　とかちプラザ

対　　象　母子家庭の母等

定　　員　各日10人（先着順）

参加費・託児　無料

申込期限　９月24日㈪
申込先・詳細　母子家庭等就業・

� 自立支援センター

� ☎０１５５－２０－７７５１

第
43
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進
会
最
高
位
賞
受
賞

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
場
決
定

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

７
月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

第
43
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進
会
（
肉
用
牛
の

部
・
種
馬
の
部
）
が
音
更
町
の
十
勝
農
協
連

家
畜
共
進
会
場
ア
グ
リ
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
日
頃
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

肉
用
牛
４
頭
、
種
馬
７
頭
が
選
抜
さ
れ
出
品
。

管
内
か
ら
肉
用
牛
の
部
に
66
頭
、
種
馬
の
部

に
39
頭
が
出
場
し
、
資
質
を
競
い
ま
し
た
。

　

各
部
１
等
１
席
を
受
賞
し
た
牛
で
競
わ
れ

る
最
高
位
決
定
審
査
で
管
野
富
夫
さ
ん

出
品
の

「
か
の
ん
」
号
が
肉
用
牛
・
未
経
産
牛
の
部

で
見
事
最
高
位
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

５
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
第
10
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
10
月
25
日
か
ら
29
日
、
長
崎

県
）
に
出
場
す
る
、
伊
藤
力
さ

ん

、
岡
元
和
也

さ
ん

、
足
寄
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
の
三
原
憲

章
組
合
長
ら
が
役
場
を
訪
れ
、
安
久
津
勝
彦

町
長
に
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

予
選
と
な
る
北
海
道
最
終
選
抜
会
（
７
月

26
日
、
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会
場
ア
グ
リ

ア
リ
ー
ナ
）
に
は
、
全
道
各
地
か
ら
１
０
７

頭
の
候
補
牛
が
出
品
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
４

頭
が
出
場
。
繁
殖
雌
牛
の
部
に
出
品
し
た
伊

藤
さ
ん

の
「
ゆ
り
」
号
と
岡
元
義
春
さ
ん

（
和
也

さ
ん

の
父
）
の
「
ゆ
り
か
」
号
が
見
事
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
に
当
た
り
、
伊
藤
さ
ん

は
「
北

海
道
の
代
表
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き

た
い
」
と
話
し
、
岡
元
さ
ん

は
「
少
し
で
も
い

い
席
に
就
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
力
強

く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

町職員人事異動

（７月31日付退職者）

鎌上　佳美

（国民健康保険病院看護師）

足寄百年史
（上・下巻、資料編）

発売中

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで
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健康づくり講演会を
開催します

通行規制のお知らせ

10月15日－21日は
行政相談週間です

東京と足寄を結ぶ
ふるさと会について

就業構造基本調査を
実施します

帯広開発建設部出前講座

日　時　９月21日㈮
　　　　午後７時－８時30分

※足裏測定・足こぎ車いすの試乗

体験をご希望の方は、当日午後

６時30分までにお越しください。

場　所　町民センター

講　師　木田倫子さ
ん（アルファ美

輝代表取締役）

テーマ　若さは足から！～私の足

は大丈夫？いくつになっても元気

に歩くために～

詳　細� 役場福祉課 

� 保健福祉室保健推進担当

� ☎２５－２５７１

　下水道管渠新設工事のため次の

とおり通行規制を行います。皆さ

んのご理解とご協力をお願いしま

す。なお、通行規制区間であって

も区域内住民のために必要と認め

られる交通は確保します。

工事箇所　①南１・２条１丁目

　　　　　（町道南１丁目通）

　　　　　②西町３丁目

　　　　　（町道山手通）

工事期間　11月30日㈮まで

詳　　細� 役場建設課

� 上下水道室上下水道工務担当

� ☎２５－２１４１内線３５７

　「道路がでこぼこになっていて

通行に支障がある」「登記や社会

保険について、聞きたいことがあ

る」など、国の行政全般について

の苦情や意見、要望などをお受け

するため毎月１回定例行政相談会

を開催しています。相談は無料で

秘密は守ります。気軽にご相談く

ださい。

10月の定例行政相談会

　日　時　10月16日㈫
　　　　　午後１時30分－３時

　場　所　足寄町社会福祉協議会

　相談員　先崎三朗さ
ん

　　　　　（本町の行政相談委員）

※行政苦情１１０番でも常時相談

を受け付けています。

� ☎０５７０－０９０１１０

詳　細� 釧路行政評価分室

� ☎０１５４－２３－７１３６

　第33回東京と足寄を結ぶ・ふる

さと会を10月20日㈯に東京都で開

催します。毎年多くの方が参加し、

交流、交歓を図っています。

　東京都や近県に住む足寄町出身

やゆかりのある、ふるさと会に登

録されていない方のお名前と住所

をお知らせください。

　また、町内の方で参加を希望す

る場合は、ご連絡ください。後日、

案内文を郵送します。

　なお、町ホームページ（http://
town.ashoro.hokkaido.jp）に詳細

を記載しています。

詳　細　役場総務課広報広聴担当

� ☎２５－２１４１内線３３５

　総務省統計局・道・町では、10

月１日現在で就業構造基本調査を

実施します。

　この調査は、国民の就業・不就

業の状態を詳細に把握することに

より、雇用対策を始め経済政策な

どに必要な基礎資料を得ることを

目的としています。

　就業構造基本調査から得られる

データは、国や都道府県が実施す

る雇用対策および経済政策などを

企画・立案する上で重要な指標と

して利用されます。調査する地域

は、全国から統計理論に基づき無

作為に選ばれます。お住いの地域

が調査対象となった場合は、地域

の世帯の確認のため、９月以降、調

査員が皆さんのお宅に訪問します。

　なお、就業構造基本調査により

集められた情報は「統計法」とい

う法律により厳重に保護されます

ので、安心してありのままをお答

えください。

詳　細　役場総務課企画調整担当

� ☎２５－２１４１内線３１４

　帯広開発建設部が行っている事

業の目的や役割について知っても

らうため、出前講座を開設してい

ますのでご活用ください。

時　間　平日午前９時－午後５時

対　象

　十勝管内の営利を目的としない

公共性のある団体、自治体等

講演料　無料

申込先・詳細

� 帯広開発建設部広報官

� ☎０１５５－２４－３１９３

　地域の皆さんと一緒に、これか

らの魅力あるまちづくりを考える

「町長とのふれあい懇談会」を町

内４会場で開催します。

　地域の皆さんと町長が気軽に対

話をする場です。協働のまちづく

りの実現に向け、ご意見をお聞か

せください。皆さんの参加をお待

ちしています。

日時・場所

①10月２日㈫　午後７時－

　螺湾寿の家

②10月３日㈬　午後７時－

　芽登寿の家

③10月４日㈭　午後７時－

　町民センター

④10月５日㈮　午後７時－

　上利別寿の家

内　容　本年度の主要施策「医療

と介護、保健、福祉の連携システ

ムの構築」について説明後、懇談

を行います。

詳　細� 役場総務課広報広聴担当

� ☎２５－２１４１内線３３５

日　時　10月16日㈫
　　　　午後１時30分－２時30分

場　所　町民センター

講　師　寺下いずみさ
ん（江別市立

病院老人看護専門看護師）

参加費　無料

詳　細� 役場福祉課

� 地域包括支援センター担当

� ☎２５－９２００

平成25年度町職員募集（土木技術職）

防衛大学校学生・防衛医科大学校学生・看護学生募集

町長とのふれあい懇談会
を開催します

認知症講演会
「正しくまなぶ認知症」 

採用予定人数　１人

受験資格　平成25年３月までに大学を卒業、卒業見込みの昭和58年４月

２日以降に生まれた方で、土木系学科または土木の職種に関係の深い科

目を履修した方、履修中の方。また、普通自動車運転免許を有し、採用

後町内に居住できる方。

※ただし、日本の国籍を有しない方または地方公務員法第16条の各号の

いずれかに該当する方は受験できません。

試験日時　応募者に後日通知します（10月中旬を予定）。

試験場所　応募者に後日通知します。

試験方法　一般教養試験、適性試験および面接試験

採用年月日　平成25年４月１日

申込書の請求　役場総務課総務室職員担当（〒０８９－３７９７足寄町

北１条４丁目48番地１）に請求してください。

※郵送による場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書き

し、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（定形外）を同封し

てください。

申込期限　９月28日㈮
※受付時間　午前８時35分から午後５時５分まで（土曜日、日曜日およ

び祝日は受け付けしていません）。

※郵送の場合は、９月28日までの消印のあるものに限り受け付けます。

詳　　細� 役場総務課総務室職員担当　☎２５－２１４１内線３２３

募　　集 お知らせ

自衛隊帯広地方協力本部ホームページアドレス

� http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

防衛大学校

学 生 高卒（見込みも含む）

21歳未満の者

10月１日まで
一般

（前期）

１次 11月10・11日

２次 12月11－15日

平成25年１月23日

－２月１日

一般

（後期）

１次 平成25年３月２日

２次 平成25年３月15日

防 衛 医 科

大学校学生
10月１日まで

１次 10月27・28日

２次 12月５－７日

看 護 学 生
高卒（見込みも含む）

24歳未満の者

１次 10月20日　　

２次 11月17・18日

総合体育館

国保病院

①通行規制区間

②通行規制区間



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき
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☆今月の紙面でいつもと違う所があり

ますが、気付いたでしょうか？

☆実は、毎月「うちの人気者」コーナ

ーには３人のお子さんに登場しても

らっていますが、今月は２人だけで

す。広報担当者が手を抜いた…訳で

は決してなく、今月生まれの２歳の

お子さんが２人しかいないためなの

です。

☆何年か前に、某新聞で「足寄は他の

町村に比べて出生率が高い」との報

道がありましたが、少子化の波には

抗うことはできないようです。

☆広報担当者として、少子化を身に染

みて感じたとともに、出生率の上昇

を切に願っています！

永井　里
り

空
く

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年９月23日生まれ）

　最近では、乗り物に興味を持

ち、お家の中で元気に車で走り

回ってます。親にも負けずいろ

いろな物を食べるのでこれから

の成長がすごく楽しみです。

� 彰・泉美さ
んの子

� （南４条６丁目）

山田　璃
り

晏
あん

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年９月27日生まれ）

　最近、お話がとても上手にな

ってきました。お姉ちゃんが大

好きでいつも追いかけてまねっ

こしています。これからも元気

に笑顔の素敵な子に育ってね。

� 千晴・由樹さ
んの子

� （南４条５丁目）

　７月23日に足寄小学校で行われた「バード

ハウス教室」でのスナップです。

� （⇒８ページ）　

人　口　　７，５６６　人　（－12)

　男　　　３，６５６　人　（±０)

　女　　　３，９１０　人　（－12)

世　帯　　３，５７７世帯（－４)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

✿✿

✿✿


